
              消  防  だ  よ  り      平成２１年 １月 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
二
十
一
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
地
域
住
民 

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜 

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
素
、
消
防
行
政
の
推
進
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
厚 

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
は
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
、
大
阪
個
室
ビ 

デ
オ
店
火
災
等
、
ま
た
大
都
市
で
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
い
わ 

れ
る
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
ま 

し
た
が
、
当
宮
本
出
張
所
管
内
は
三
月
二
十
九
日
に
発
生 

し
た
昇
仙
峡
山
火
事
以
外
に
は
大
き
な
災
害
の
発
生
も
な 

く
、
平
穏
な
一
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

し
か
し
、
紅
葉
の
季
節
に
な
り
ま
す
と
全
国
各
地
か
ら 

大
勢
の
観
光
客
が
昇
仙
峡
を
訪
れ
、
賑
わ
い
を
見
せ
る
中 

で
、
観
光
客
や
き
の
こ
狩
り
の
入
山
者
が
滑
落
し
負
傷
す 

る
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。 

人
が
大
勢
集
ま
り
ま
す
と
予
想
も
つ
か
な
い
事
件
・
事 

故
が
発
生
し
ま
す
。
私
達
は
様
々
な
災
害
に
対
応
で
き
る 

よ
う
に
管
内
に
精
通
す
る
と
と
も
に
、
各
種
訓
練
や
高
度 

な
知
識
を
身
に
つ
け
る
な
ど
、
地
域
住
民
の
皆
様
の
信
頼 

に
応
え
る
消
防
職
員
と
し
て
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
ま
い 

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を 

賜
り
ま
す
よ
う
職
員
一
同
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り 

申
し
上
げ
ま
す
。 

（
甲
府
中
央
消
防
署
宮
本
出
張
所
職
員
一
同
）

 

 
火災・救急は１１９番通報 

 
住所                     

 

氏名                    

 

電話 （    ）              

 

目標物              
 

   通報時は動揺します、  
書き込みをして下さい。 

正
し
い
通
報
の
し
か
た
に
つ
い
て 

火
災
・
急
病
若
し
く
は
ケ
ガ
な
ど
を
し
た
と
き
、
ま
た 

災
害
に
遭
遇
し
た
と
き
は
、
直
接
『
一
一
九
番
』
へ
通
報 

し
て
く
だ
さ
い
。 

な
ぜ
『
一
一
九
番
』
へ
通
報
か
と
い
う
と
、
私
達
は
常 

に
一
刻
も
早
く
災
害
現
場
へ
向
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

宮
本
出
張
所
に
直
接
電
話
連
絡
し
て
頂
い
て
も
、
同
じ 

内
容
を
本
部
の
指
令
担
当
に
連
絡
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ 

ん
の
で
、
到
着
時
間
が
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
予
想
さ
れ 

ま
す
。 

そ
こ
で
、
消
防
車
や
救
急
車
を
要
請
す
る
場
合
は
、
直 

接
『
一
一
九
番
』
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。 

※ 

通
報
の
し
か
た 

① 

火
災
か
救
急
か
、
は
っ
き
り
と
伝
え
る 

② 

火
災
は
、
何
が
燃
え
て
い
る
か
、
場
所
は
ど
こ
か 

③ 
救
急
は
、
病
気
・
ケ
ガ
の
内
容
を
伝
え
る 

④ 
自
分
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
や
近
く
の 

目
標
物
等
を
担
当
者
に
伝
え
る 

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う 

▼
い
つ
か
ら
必
要
に
な
る
の
？ 

消
防
法
の
改
正
に
伴
い
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が 

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。 

「
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
」 

▲
新
築
住
宅
に
つ
い
て
は 

平
成
十
八
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。 

▲
既
存
住
宅
に
つ
い
て
は 

猶
予
期
間
は
平
成
二
十
三
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。 

そ
の
日
ま
で
に
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
な
ぜ
設
置
す
る
の
？ 

宅
火
災
に
よ
る
死
者
が
半
減
す 

る
な
ど
大
き
な
効
果
を
上
げ
て 

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
、
住 

す
で
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
等 

す
。
そ
し
て
死
者
の
約
７
割
が
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。

い
ま
す
。 

 
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で
は 

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま 

平成２０年 
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消  防  だ  よ  り 

救
急
車
の
適
正
利
用
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

最
近
テ
レ
ビ
、
新
聞
等
で
ご
承
知
の
と
お
り
不
適
切
な
救
急
要
請
が 

増
え
て
い
ま
す
。
救
急
車
は
、
け
が
や
急
病
な
ど
で
緊
急
に
病
院
に
搬 

送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
の
た
め
の
も
の
で
す
。
緊
急
で
は
な
い
の 

に
救
急
車
を
要
請
す
る
と
、
本
当
に
救
急
車
を
必
要
と
す
る
事
故
等
が 

発
生
し
た
場
合
、
遠
く
の
救
急
車
が
出
動
す
る
こ
と
に
な
り
、
到
着
が 

遅
れ
、
救
え
る
命
が
救
え
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
緊
急
性
が
な 

く
自
分
で
病
院
に
行
け
る
場
合
は
、
救
急
車
以
外
の
交
通
機
関
等
を
利 

用
し
て
く
だ
さ
い
。
傷
病
者
の
様
子
や
事
故
の
状
況
な
ど
か
ら
、
急
い 

で
病
院
へ
連
れ
て
行
っ
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
っ
た
と
き
に
は
、
迷
わ
ず 

一
一
九
番
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。  

 

甲
府
地
区
管
内
の
救
急
車
の
出
動
件
数
を
平
成
元
年
と
比
較
す
る
と
、

平
成
十
九
年
は
約
５４
㌫
も
増
加
し
ま
し
た
。 

搬
送
人
員
は
一
万
一
〇
九
七
人
に
の
ぼ
り
、
一
日
平
均
３２
・
７
件
出 

動
、
こ
れ
は
４４
分
に
一
回
の
割
合
で
救
急
車
が
出
動
し
た
こ
と
に
な
り 

ま
す
。 

甲
府
地
区
管
内
の
人
口
の
割
合
で
は
、
一
年
間
に
約
二
十
八
人
に
一 

人
が
搬
送
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 
 

能
泉
分
団 

大
健
闘 

 
平
成
二
十
年
六
月
二
十
九
日
甲
府
市
大
津
町
の
Ｎ
Ｅ

Ｃ
テ
ク
ノ
㈱
駐
車
場
に
於
い
て
、
甲
府
市
消
防
団
三
十

二
分
団
が
参
加
し
『
第
四
十
三
回
甲
府
市
消
防
団
員
消

防
操
法
大
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

操
法
大
会
は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
、
小
型
ポ
ン
プ

操
法
の
部
が
あ
り
、
能
泉
分
団
員
四
人
で
チ
ー
ム
編
成

し
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
、
見
事
五
位
、
努

力
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

緊
急
時
は
一
刻
を
争
い
ま
す 

  

左
の
図
は
、
心
臓
・
呼
吸
停
止
な
ど
の
緊
急 

時
に
お
け
る
経
過
時
間
と
死
亡
率
の
関
係
を
示 

し
た
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
心
臓
停
止
で
は
３ 

分
間
放
置
さ
れ
る
と
死
亡
率
が
約
５０
㌫
に
、
呼 

吸
停
止
で
は
１０
分
間
放
置
さ
れ
る
と
死
亡
率
が 

約
５０
㌫
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
緊
急
事 

態
が
重
大
で
あ
る
ほ
ど
早
く
適
切
な
応
急
手
当 

を
し
な
け
れ
ば
、
死
亡
者
が
増
加
す
る
こ
と
を 

意
味
し
て
い
ま
す
。 

宮
本
管
内
で
は
、
救
急
車
が
中
央
消
防
署
あ 

る
い
は
敷
島
出 

張
所
か
ら
出
場 

す
る
た
め
、
現 

場
到
着
に
は
約 

２０
分
～

３０
分
か 

か
り
ま
す
。
そ 

の
た
め
、
救
急 

車
が
現
場
到
着 

す
る
ま
で
の
間 

の
対
応
と
し
て
、 

宮
本
ポ
ン
プ
車 

隊
も
現
場
に
同 

時
出
動
し
、
応 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

急
処
置
を
行
う 

な
ど
、
日
頃
よ
り
訓
練
を
積
み
重
ね
出
動
体
制 

を
整
え
て
お
り
ま
す
。 

山
梨
県
消
防
防
災
航
空
隊 

緊急事態における時間経過と死亡率の関係 

①心臓停止 
②呼吸停止 
③多量出血 

 

山
火
事
、
行
方
不
明
者
捜
索
の
際
に
よ
く
お

目
に
か
か
る
白
い
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
？
あ
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
山
梨

県
消
防
防
災
航
空
隊
の
「
あ
か
ふ
じ
」
と
い
う
山
梨
県
所

有
の
防
災
ヘ
リ
で
す
。
搭
乗
し
て
い
る
隊
員
は
県
内
各
消

防
本
部
か
ら
派
遣
さ
れ
た
隊
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
主
な
活
動
は
火
災
防
ぎ
ょ
、
救
助
活
動
、
救
急
活
動
、

捜
索
活
動
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
活
躍
し
、
平
成
十
九
年
の

県
内
へ
の
出
動
件
数
は
七
十
五
件
で
し
た
。 

特
に
、
宮
本
管
内
は
病
院
ま
で
の
救
急
搬
送
に
時
間
が

か
か
る
た
め
、
出
動
す
る
回
数
も
多
い
と
思
い
ま
す
（
軽

症
は
除
く
）。 

最
近
の
宮
本
管
内
の
出
動
事
例
と
し
て
は
、
黒
平
地
区

で
の
交
通
事
故
に
よ
る
け
が
人
を
県
立
中
央
病
院
ま
で

搬
送
（
黒
平
御
岳
林
道
か
ら
中 

央
病
院
ま
で
の
搬
送
時
間
８
分
） 

や
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
頂
上
付
近 

で
の
観
光
客
行
方
不
明
者
捜
索 

の
た
め
の
出
動
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
「
あ
か
ふ
じ
」 

は
大
空
か
ら
県
民
の
安
全
を
守 

り
続
け
て
い
き
ま
す
！ 

判
断
に
困
っ
た
ら 

平
日
は
最
寄
り
の
病
院
へ
、
夜
間
・
休
日
は
甲
府
市
医

師
会
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
（
電
話
二
二
六
‐
三
三
九
九
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

紹介 




